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}一旦辞典

亙丁鵬(フｰリエ変換赤外分光法)

分子振動の振動数は赤外領域の光の振動数に相当す

る.そのため,分子はその化学結合に特徴的た振動数の

赤外線を吸収する.赤外分光法は,赤外線の吸収スペク

トル(吸収波長および吸収強度)の測定に基づいて,分子構

造の解析や定量を行うための手法である.

従来の赤外分光法では,光を回折格子を用いて分光し,'

検知する波長を連続的に変えながら強度を計ることによ

り,波数スペクトルを得ている.そのため,従来の分光

法の測定装置は,分散型赤外分光光度計と呼ばれる.そ

れに対しFTIR(FourierTransformInfraredSpectro一

皿etry)では,分光器のかわりに干渉計を用い､干渉光の

強さを干渉計の光路差の関数として測定し,フｰリエ変

換により波数スペクトルを求める.そのためFTIRに用

いる測定装置を干渉型赤外光度計と呼ぶ.

分散型赤外分光光度計では,分光された光の特定波数

のみをスリットを通して強度を計るため,光の利用効率
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が低く,Lたがって感度が低い.それに対L干渉型赤外

光度計では,スリットを用いないたどの理由により,光

の利用効率が高く,感度も高い.また分散型に用いられ

る回折格子は製作上の制限により高分解能を得るのカミ難

しいが,干渉型では光路差の広い範囲にわたる連続走査

により高い波数精度を得ることができる.このように

FTIRは従来の赤外分光法と比べ,高感度,高分解能と･

いう特徴を持つ.

赤外分光法は分子の化学結合の同定や定量に有効であ

る.そのため地球科学においては,石油石炭などに含ま

れる複雑な有機化合物の同定･定量や,ケイ酸塩ガラス

中のH.OやC02の溶存捗態の推定および定量などに利

用されている.最近ではFTIRの高感度という特徴を生

かし,微小部分の測定を行うための顕微FTIRなどが実

用化され,数百μm程度の微小な斑晶中のガラス包有物

に含まれるH20やCO｡の定量にも利用されている.
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